
現場から
社会について考える

大好評だった演劇
　私たちを迎えてくれたのは福建省

泉州市にキャンパスがある華僑大学

日本語学科の教授と学生たち。合宿

の目的の一つ、文化交流で彼らが披

露したのは沖縄の伝統芸能エイサー

のほか、中国の伝統的な楽器演奏、

古典舞踊など。

　私たちの出し物は寸劇だ。友人た

ちの日常を描いたラブコメディーで

舞台は夏祭り。実は両思いなのだが、

　中央大学法学部の廣岡守穂ゼミのモットーは「現場から社会につ
いて考える」。私たちは9月18日、中国福建省南部の泉州市を訪ね
た。この日は1931（昭和６）年に「満州事変」が勃発した日である。
あれから84年余の日中間では領土問題、歴史認識問題、南シナ海
での人工島造成などを巡って緊張が高まっている。不安と期待が交
錯していたゼミ生９人が、訪中合宿の感想記事を書いた。

取材＆構成　矢橋香緒里（法学部３年）

友だちの関係からその先への一歩を

踏み出せない大学生の男女を描い

た。

　劇中では中国でも人気の男性アイ

ドルグループ「嵐」の曲を歌い踊り、

アニメの登場人物の物マネを取り入

れた。

　今どきの日本の若者文化を表現し

たかった。日本の文化や祭りを表現

するなら浴衣だろう、と久々に袖を

通した。劇には華僑大の胡連成教授

が祭りの露店のおじさん役で友情出

演。浴衣は演技終了後、華僑大日本

語学科の学生にプレゼントした。

　せりふは全て日本語だったから、

中国人学生に内容が分かったかどう

か。後で確認したところ、問題なく

理解できたとのこと。爆笑も何回か

あった。さすがは日本語学科の学生

だ。ツカミも分かってくれた。

　中国での寸劇に向けて、ゼミ合宿

参加者は夏季休暇中も集まって練習

した。その成果を発揮できたのであ

る。

「就職」について討論　

　学生討論会のテーマは「就職」。意

見交換で分かったのは、日中間で違

いがあった。日本では多くの学生が

大学３年か４年で就職活動を始め

る。中国では在学中は勉強に専念し、

就活は卒業後になる。

　「仕事と結婚・子育てのどちらを

優先するか」。永遠のテーマで両立

スケジュール

１日目
（9月18日）

成田空港発―アモイ空港着、華僑大学へ大学
のバスで移動。校内見学。校内の山で登山。
焼き肉。校内の寮に宿泊。

２日目
（9月19日）

広岡先生、鄭亜捷先生、胡連成先生の講義。華
僑大学の学生によるエイサー、楽器演奏。廣
岡ゼミによる寸劇。日中学生討論会。

３日目
（9月20日）

泉州市内視察。午前中に泉州関帝廟、泉州清
浄寺、泉州開元寺、泉州天后廟、李卓吾宅跡へ。
午後は泉州海外交通史博物館、泉州華僑歴史
博物館へ。夜は学生街にて食事会

最終日 大学発。大学のバス。アモイ空港へ。買い物。
アモイ発―成田空港着。

合宿参加学生 9人
安藤心 ３年
伊藤侑夏 ３年
緒方百奈 ３年
梶原里沙 ３年
北原吏紗 ３年
小池遥 ３年
新野航平 ３年
古田直也 ３年
矢橋香緒里 ３年

引率
廣岡守穂・法学部
教授、廣岡夫人
� （五十音順）

廣岡ゼミ訪中合宿

劇後の記念撮影（前列左から矢橋、廣岡夫人、廣岡教授、伊藤。
２列目：梶原、北原、緒方、古田。３列目：小池、新野、安藤）
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するのは難しいと思っていた。中国

は両立可能だという。女性の仕事と

結婚・子育てで「問題」になることは

ないそうだ。

　違いが分かり、自らを見つめ直す。

貴重な経験となる討論会だった。

中国のおもてなし
　中国は親切だと感じたのは訪中初

日、アモイ空港に着いたときだ。華

僑大学の胡連成先生と学生数人が出

迎えてくれた。華僑大のバスに乗る

とき、私たちのキャリーケースを運

んでくれ、乗車順ではお先にどうぞ。

“熱烈歓迎” が伝わってきた。（ゼ

ミ生＝以下同じ＝伊藤）

　滞在最終日前夜、食事に招待され

た。中国人学生は中国事情をいろい

ろ教えてくれ、とても親切だった。

水餃子やビールがおいしかった。あ

すはお別れ…。彼らがとても寂し

がっていたのが、いまでも心に残る。

中国の歴史・ 
文化について学ぶ

　２日目は受講日。廣岡先生の「恋

愛小説と男女平等と政治」、華僑大

学文学部・鄭亜捷先生の「中国の文

化問題」、胡連成先生の「甲午農民戦

争と日清戦争を中心とした戦史」に

関する講義を受けた。

　廣岡先生の講義では、日本の恋愛

観が第一次世界大戦の前と後で大き

く変わったこと、新聞小説などがそ

の変化を物語っていることを初めて

知った。

　大戦前は独身男女による恋愛はタ

ブーとされていた。男女が恋する仲

になったとき、小説は女性を不幸の

ヒロインにしてしまう。いまでは考

えられないような恋愛観を歴史から

学んだ。

　鄭亜捷先生の講義は中国人のアイ

デンティティーについて。中国は儒

教の国であり、親や先生、年長者を

敬い、家族を大切にする。正月や旧

正月などには家族が集まり、祝いの

食事が並んだテーブルを囲む。

華僑大学
　1960年に創立された４年制大学。
海外の華僑に向けて中国文化を伝播す
ることを創設の趣旨としている。
　福建省アモイ市と泉州市にキャンパ
スがあり、21学部62学科を擁し、教職
員2115人、学生数は2.8万人、華僑を
含む留学生は3600人在籍。（2009年
データ）

廣岡ゼミ合宿実施内容
・�文化交流を通じて中国人学生と交流
する。
・�日中関係史、中語文化・歴史について
学ぶ。

泉州市
　中国福建省南部の港湾都市。唐・宋
時代から南海貿易の拠点として発展。
食品加工・製薬などの工業が盛ん。

満州事変
　1931（昭和6）年9月18日、奉天郊
外での柳条湖事件を契機に始まった、
日本軍と中国軍の武力衝突。

ゼミ紹介 / 中央大学廣岡ゼミ
　「現場から社会について考える」こ
とを理念とする実践的な3・4年生合同
のゼミ。2015年春学期は東京都羽村
市の「社会で活躍する女性」を取材し、
男女共同参画社会推進のためには何が
必要かについて調査した。その報告を
羽村市の一般市民対象のフォーラムで
発表した。秋学期は、日中韓女子学生
意識調査を行い、３カ国の相違点・共
通点を知り、互いの理解を深める。毎
年夏季休業期間に合宿を行い、昨年は
韓国、ことしは中国へ行き、現地の学
生と交流した。

安藤（左）と嵐のメンバーのお面をつけた廣岡先生劇の様子（左から小池、緒方、北原、梶原、新野、伊藤、安藤、胡先生、矢橋）

北京北京

上海上海
中国中国

アモイアモイ 台湾台湾

泉州泉州

HAKUMON Chuo 2015 冬
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捷先生が話していた。学生と接して、

まさにその通りだと思う。日本人に

はない魅力を持っている。（同・緒方）

大学寮に宿泊
 中国の大学のキャンパスはとても

広くて日本の大学の何十倍もある。

そして一つの街のようになってい

る。大学の中にスーパーから病院ま

で一通りそろっている。教職員用の

　日本の若い世代は友人と会い、カ

ウントダウンコンサートに行く人

も。家族はやや離れた存在になって

いるのだろうか。（同・緒方）

　胡先生の講義は日中の戦争史。ス

ライドには初めて知ることが幾つも

あった。もっと自国の歴史や戦争に

ついて知らなければならないと感じ

た。故先生は歴史の現場を歩いたと

言った。

中国に対する印象 
変わった

　合宿に入るまで、「中国の食べ物

を食べたらおなかをこわす、部屋に

も虫がいっぱいいる、中国人は荒っ

ぽいのだろうな」と思っていた。実

際に見た中国ではそんなことはな

く、「百聞は一見にしかず」を再認識

した。

　「中国人は開放的である」と鄭亜

住宅と学生寮がある。なんと教職員

の子供が通う付属小中学校まであ

る。

　中国では働く場が見えない壁で囲

われたお城のようになっていて、そ

こが生活の場にもなっているのだ。

そこが外国人にはなかなか理解でき

ないところだ。

　私たちの宿舎は３日目までに１度

変わった。初日は学生寮、２日目以

日中学生討論会の様子

3日目に視察した泉州関帝廟 華僑歴史博物館にて

大学内にハイキングコースがあった。約1万歩の道 廣岡先生の講義の様子
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胡先生を迎えてのワークショップ
「現代女子学生のジェンダー意識を考える」

～日中韓の女子学生の意識調査を元に～

【日時】12月17日（木）13時～14時30分
【場所】�ソレイユさがみ�

（相模原市男女共同参画推進センター）
JR、京王線橋本駅北口駅前イオン橋本店6階

公開ゼミとなります。ぜひお越しください。

降は招待所。寮のドア・キーはカー

ド式。部屋のテレビやベッドが大き

い。タオルやスリッパも用意されて

いた。風呂とトイレはちょっと、だっ

たが。招待所はとてもきれいで、ホ

テルのようだった。でも、やはり、ト

イレの水が流れないので、困ったり

したことも。水回りの完備が急務だ

な、と余計なことを考えた。

市内観光
　泉州市で観光名所を見て回った。

関帝廟、清浄寺（イスラム教の寺）、

天后廟、李卓吾氏跡、開元寺、泉州海

外交通史博物館、泉州華僑歴史博物

館…。

　交通史博物館で、かつて港町とし

て栄えた歴史や文化を知った。歴史

博物館では戦後70年企画を開催中

で、戦時中の日本軍の言動を広報す

る資料があった。

合宿を終えて
　日中間には政治をはじめとする諸

問題がある。華僑大学の学生と事前

にＳＮＳでやり取りをしていた一方

で、仲良くなれるだろうか、街で暴

動が起きたりしないだろうか、大学

キャンパスでじろじろ見られないだ

ろうか。心配は尽きなかった。

　この目で見た中国は、街の人たち

がとても開放的な感じで、学内でも

違和感は覚えなかった。華僑大学日

本語学科の学生には頭が下がる思

いだ。明るくて、常に周囲を気遣い、

私たちにも親切にしてくれた。われ

われが固定観念に縛られていたこと

を痛感した。

　訪問先の泉州は日中戦争の激戦地

ではなく、戦争被害は少なかったと

聞いた。反日感情が少ない場所で、

交流相手が日本語を学ぶ同じ世代、

彼らが日本好きという状況だった。

　日中の学生が直接会って互いの国

を語る、将来の話をする、普段の生

活の話をする。

　いろいろ話し合えてとても楽し

かった。いまはこうして中国人学生

と仲良くできる時代になっている。

これまでは日中で不幸な歴史があっ

た。これからは中国の人々とますま

す交流を深めていきたい。

予
約
不
要
・
直
接
会
場
へ
!!

2015年12月19日（土）　13：00～16：00　多摩キャンパス3355教室

「これから始まる就活に、今、やるべきこと教えます！
　―女子学生の就活、ここがポイント」
講師：尾方　僚氏（株式会社インターンシップ代表取締役、
リクルーティングコンサルタント、日本女子大学非常勤講師）

「内定女子学生による就活の実際～後輩へのアドバイス」
学生パネラー：みずほフィナンシャルグループ（文学部）、
日本郵便（文学部）、IHI（商学部）、東急エージェンシー（経済学部） 

第21回 ＷＩＮＧの会

女子学生応援セミナー
１・講　演

２・パネルディスカッション

HAKUMON Chuo 2015 冬
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高速道で幅寄せ10㌢
　高速道路なのに幅寄せがとて

も多く、クラクションがたえず聞こえ
てくる状態。10㌢ほど接近されたこ
ともあり、事故になるかと不安だった。
（同・安藤）
　車線変更が頻繁に行われる。バイク
が大きな荷物を載せて突っ走る。ヘル
メットは着けていない。（同・新野）

1年生の軍事訓練
　合宿初日、大学内ハイキング

コースを歩いた。軍事訓練をしている
と聞いて驚き、見てびっくりした。1
年生は入学後の２週間、男女関係なく
必ず軍事訓練を行うという。

トイレでカルチャーショック
　デパートのトイレの順番待ち

で、どんどん抜かされた。空いたとこ
ろへ前の人から入っていくと思い込ん
でいた。中国では各人が空きそうなと
ころの前に立つ。（同・梶原）

食べ物事情
　色合いは茶色か白が多かっ

た。生で出てくるのはサラダとフルー
ツぐらい。野菜は火を通して調理する
のが普通という。
　味が濃くて、油が多く使われていた。
日本より量が多い。盛り付けでは、た
くさん食べてといったように大量に盛
る。日本の見た目を重視したきれいな
盛り付けとは明らかに違った。泉州の
食べ物は薄味と教えられたが、日本食
と比べるとやはり濃い味だった。


